
　今年で32回目を迎える八雲山車行列に向けて、あんどん型山

車絵作り講習会が4月20日に開催され、技術を学ぼうと32人が

参加しました。

　青森県弘前市在住、ねぷた絵師の成田幻節さんを講師に招

き、鉛筆で下書きし、筆で墨を入れ、乾いた後にあんどんの光

をひきだすために溶かしたロウを塗り、色を入れて完成させま

した。参加者は、それぞれの個性が引き立った武者絵やキャラ

クターなどの出来あがりに満足顔。「八雲の一大イベント」八

雲山車行列に向けて、気持ちを新たにしていました。

八雲町情報交流物産館「丘の駅」グランドオープン
ラインナップ充実Y

山車絵づくり講習会
八雲の一大イベントに向けてY

　八雲町情報交流物産館「丘の駅」が4月19日、グランド

オープンしました。

　「丘の駅」は今年１月にプレオープンし、道南のアンテナ

ショップとして、八雲町や近隣町村の乳製品やお菓子を中心

に販売を行っていました。今回のグランドオープンに向け、

品数を300から450品目に増やし、八雲町や近隣町村、また、

道南以外の地域の菓子類など、商品のラインナップを充実さ

せ、大勢の来場者が商品を手に取り買い物を楽しみました。

　また、オープニングセレモニーとして、陸上自衛隊第11

音楽隊、八雲高校吹奏楽局の演奏会が開かれ、来場者はそれ

ぞれの熱演に拍手を送っていました。

　町内における新幹線建設工事の拠点となる八雲鉄道建設所

の開所式が、4月14日に行われました。八雲鉄道建設所は、

既に発注された立岩トンネルの工事をはじめ、約42kmの町内

区間の工事を担当します。今後、新幹線の建設工事が進んで

いくと、工事業者による現場事務所や作業員の宿舎なども町

内に建設され、新幹線建設工事が目に見えるようになり、新

幹線の札幌延伸を実感できる日が近づいています。
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